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「知の創造の場」としての大学共通教育の授業にむけて

～r消 費社会と私』の授業実践を事例として～

松田 淑子

(教育地域科学部生活科学教育講座)

1.緒 言

現代社会 は、生産 と消費 をベース と した経 済最優先 の時代か ら、人が模 索 し協働 しなが ら新 し

い知 を生み出す ことに価値が置かれ る 「知識基盤社会」へ と移行 して きてい る。

この よ うな時代 、大学教育 は どの よ うにあ るべ きか。本年3月26日 には、 中央教育審議 会大

学分科会 大学教 育部会 よ り、「予測困難 な時代 にお いて生涯学び続 け、主体的に考え るカ を育成す

る大学へ」の審議 ま とめが公 開 された。 その他各種部会 か ら挙 げ られた審議 内容 も受 け、6月4

日には平野博文文部科学大 臣よ り 「社会 の期待 に応 える教育改革 の推進 」が発表 され た。翌5日

には文部科 学省 よ り 「大学改革実行 プ ラン～社会 の変革 のエ ンジン とな る大学づ く り～」 が公 開

され、大学改革 の全貌や方 向性が明 白に打ち出 され た。 ま さに今、戦後教育改革以来 の抜本的 な

教育改革の波 が訪れ てい る。

上述 した文科省 プランで は、大学関係者 らに対 し 「社会 の変革 を担 う人材 の育成 、『知の拠 点』

として世界的な研 究成果やイ ノベー シ ョンの創 出な ど重大 な責務 を有 してい る との認識 の下に、

国民や社会 の期待 に応 える大学改革」を実行す ることを求 め、その成果 として、「社会 を変革す る

エ ンジンとしての大学 の役割が国民 に実感 できる ことを 目指 して」取 り組 む よ う明示 している。

もちろん、国の打ち出 した方 向性だか ら正 しく、それ を無批判 に受 け入れ ることを国立大学 の ミ

ッシ ョンとす る ことは一方で危険で あるが、現在 の 日本 、世界の状況や、 目の前の学生 たち、そ

の背後にある小 ・中 ・高等学校の教育の現状 を鑑 みれ ば、社会の変革が必要であ ること、その大

きな一角 を大学教育 が担 うべ きで あることは実感せ ざるを得 ない。今後 、国の求 めに応 える形 で

様々な大 きな改革 が繰 り広 げ られ るであ ろ う。 しか しなが ら、本来、その問題意識 は既 に大学 関

係者 の 中に こそ先 にあるべ きもので ある。

本論 は、大学教育 に携わ る者の一人 と して、まず足元 の大学の授 業改革について授業実践事例

をもとに考察 、提案す る もので ある。

現代の よ うに複雑化 した世界 において、その在 り様 を変革す るこ とは容易い ことではない。 当

然 きれいな 「正解」 な ど存在す るはずのない中で、学生 たちにつ けるべ きカ とは何 であろ うか。

社会の進展 とともに爆発的 に膨れ上が る知識 を得 ることは必要不可欠で あ り知識 技術の習得 をな

いが しろにす る ことはで きない。 しか し同時に、知識技術 の習得 を 目的化 した教育の限界 はす で

に誰の 目に も明 らかである。文科省 は前述のプラ ンの中で、社会が求 める人材像 を 「主体 的に学

び考 え、どんな状況 にも対応 で きる多様 な人材」 とし、「学生の主体 的な学び の確立」を大学教育

に求 めている。そ してそのためには、大学教育の質的転換 、「教員 と学生 とが意思疎通を図 りつつ 、

学生が相 互に刺激 を与 えなが ら知的 に成長す る課題解決型 の能動的学修 を中心 とした教育へ と転
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換す る」 ことの必要性 を謳 ってい る。筆者 は この方 向性 に賛 同 してお り、すで に以前 よ り、前任

校の高校現場 で も、現任校 の大学現場 、特に大学 院の少人数ゼ ミにおいてその よ うな教育 の在 り

方 を試 みてきた。 そ して、教師 も生徒 、学生 も共有す る切実 な問題、唯一の 「正解 」な どない問

題 に対 し、ともに向き合 い、学び合い 、意見を高め導 き出す営み としての授 業 を、「知 の創造の場」

と位 置付 け価値 をお いて きた(1)。冒頭 に述べ たよ うに、「人 が模索 し協働 しなが ら新 しい知 を生み

出す ことに価値 が置 かれ る 『知識基盤社 会』へ と移行 して きてい る」現代社 会において、生徒た

ち、学生 たちが、新 しい知 を創 り出す場 としての授業 を経験す ることは、「知識基盤社会」を体感 ・

認識 し、 自らもその社会 の主体的担い手である ことを 自覚化す る意味で も重要な ことであろ う。

本論 では、1991年 の大学設 置基 準大綱化以 降、その低迷 が著 しい教養教育 を授業の対象 として

い る。2010年 の 日本学術会議 による提 言 「21世 紀 の教養 と教養教育」で も示 され たよ うに、「21

世紀の世界 に教養教育 の展望 を拓 くために、人 間、 自然お よび社会 に関わって人類 が共有 しなけ

ればな らない 『知』」の模 索 と創 造は現代社会 の課題 である。本授業実践 は、その よ うな現代 に即

した教養教 育の一事例で もある。

「知の創造 の場」 として の共通教育の授 業実践例 を提示 し考察す ることを通 して、そ の価値 の

確認 と授業 の意 味について提案 したい。

2.授 業実践 の様子 と考察

(1)本 授 業の位置付 け及び受講生等の内訳

本 論で追究す る 「知 の創造 の場 と しての大学共通教育 の授業」実践 事例 と して、『消費社会 と

私』の授 業を用 いる。本授業 は、本学2011年 度後期 の共通教育A群 共通教養1分 野(社 会)「 生

活 と生活 空間の科学」系 に属す る授 業である。授業者 は1名(筆 者)で あ り、部分的にゲス トテ

ィーチ ャー2名 が参加 した。

受講 生は19名 。男女比は男性14名 、女性5名 で あった。 うち2名 は市民開放講座 受講 の一般

の方であ る。17名 の学生 の内訳 は、4年 生1名 、3年 生1名 、2年 生7名 、1年 生7名 、留学生

1名 で あった。16名 の本 学学部生 の内訳 は、教育地域科 学部2名 、工学部14名 で あった。受講

生 らは、本授業履修 を通 じて初 めて知 り合 った者 同士である。なお、上記 受講 生の内訳 か らは、

登録 は行 ったが全 くも しくはほとん ど出席せず に単位認定対象 とな らなかった者 は除いてい る。

(2)授 業テーマに関 して

「知の創 造の場 としての授 業」を展開す る上で、そ の授業テ ーマは非常に重要で ある。『消費

社会 と私』 の授業 テーマ について、そのテーマ選 定の理 由を以下 に示す。

「消費社会」 の土台 に位置す る資本 主義社会 とは、モ ノ(商 品)と ヒ ト(労 働力)が 自由に売買

され る社会 であ り、売買 の場で ある 「市場 」に よって 「生産」 と 「消費」が分断 され た社会 とも

言 える。そ してその進展 とともに、重 心は 「生産 」か ら 「消費」へ と移行 し、「消費社会」を形成

す るよ うになった。

ジャン ・ボー ドリヤール は、その著 『消費社会 の神話 と構造』(2)で、 「消費社会 」においてはモ

ノはその本来 の使用 目的 のみ な らず 「記 号」的な意 味合い を持 ち得てい ることを明 らか に した。

すなわち、「消費社会 」とは、モ ノがその使 用価値 を超 え、消費者の社会的権威 の誇示 、つ ま り他

者 との差異 を示す優位的欲求の象徴 となっている社会 である、 と定義 したのである。

一方、その よ うな 「消費 資本 主義 」化 が進 展 した社会へ の警鐘 として、宇沢弘文 は、『社会的

共通資本 』(3)において、 自然環境や社会的イ ンフラス トラクチャー、及 び、教 育や 医療 とい った

制度 資本 な どの 「社会的共通資本」の管理 ・運営 まで、市場消費的基準に従っていてよい のか と

い う問いを投 げかけてい る。宇沢の指摘 のみな らず 、昨今 の資本主義経済の行 き詰 ま りや 地球環

境の問題 は、「消費資本主義社会」の限界 と、それ を超 えた未来社会のデザイ ンの必要性 を示 して
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い る。

この よ うに、現代人 に とって 「消費」 とは、 自分 自身 の内面 とこの社会や他者 とのかかわ りを

見つめ る上 で も、主体的 に近未来社 会をデザイ ンす る上 でも、非常に重 要なキー ワー ドである。

現代人の歴史 的立 ち位置 の確認 と自覚に基づ き、 この 「消費社会」 を相対化 した上 で、未来の 自

分 と社会 、「消費資本主義社会」を超 えた 「ポス ト消費社会」を消費者 と して主体 的にデザイ ンで

きる、その よ うな可能性 を持 ったテーマだ と言 える。

本 テーマ 『消費社会 と私』 は、社会や環境 の現状や課題 を認識 し、学生 自らが、探究 的に、協

働 的にその解決 を模索 し実行への一歩を踏 み出す ための学び合いので きる、つま り 「知 の創造の

場 としての授業」 を実現 し得 るテーマ としてふ さわ しい もの と思われ る。

(3)授 業展開

1)授 業の全体像

全15回 の講義 は、以下の よ うに展 開 した。第1回 か ら第6回 までの前半 は、主 として 「資本

主義社会」「消費社会」についての基礎 的理解 を深 める授業であった。但 し、講義形式 の部分 は最

小に とどめ、学習 ゲー ムな ども取 り入れ なが ら実践 的に理解で きるよ うに した。 また、前半の授

業の 中で、ペ ア学習や グループ学習 を盛 り込 み、毎 回の授業の最後 に意 見 ・感想等 を書 かせた も

の を次回授業 で活字化 し全学生に フィー ドバ ックす るな ど、協働 的な学びの基礎 も培 ってきた。

その後第7回 か ら第14回 までの後半の授 業では、ある想定 された話 に基づ くプ ロジェク ト学

習 を行 い、最終授業 では、全体の総括 を行 った。本論 で示すのは、主 として後 半のプロジェク ト

型の授業 の部分 である。

【第1回 】オ リエンテー シ ョン及び プ レテス トの実施

【第2回 】資本制の成 り立 ちにつ いて及びペアで売買体験ゲーム

【第3回 】貿 易ゲーム

【第4回 】貿 易ゲームの振 り返 りと消費社会 について①(消 費社会 とは)

【第5回 】消費社会 につ いて②(消 費社会 と子 ども)

【第6回 】消費者教育 と消費者市民社会

【第7回 】今後の プロジェク ト学習の課 題提 示 とグルー プ決定、 グルー プ ミーテ ィング

【第8回 】グルー プ別調査活動 と打ち合わせ①

【第9回 】グルー プ別調査活動 と打ち合わせ②

【第10回 】模擬会議①(中 間報告会)

【第11回 】グルー プ別調査活動 と打 ち合わせ③

【第12回 】グルー プ別調査活動 と打 ち合わせ④

【第13回 】グルー プ別調査活動 と打 ち合わせ⑤(主 と して発表準備)

【第14回 】模擬会議②(最 終報告会:各 班の プ レゼ ンテーシ ョンと全体会議)

【第15回 】授業全体 の総括

2)プ ロジェク ト学習 の課題

第7回 の講義では、は じめに、以下の課題 を提示 し、補足説 明 を行 った。

*学 習課題

1992年 の地球サ ミッ ト(リ オデジャネイ ロ)で 、セ ヴァンニスズキ とい う12歳 の少女が別紙

(本論では省略)の よ うなス ピーチを行 いま した。また、この地球サ ミッ トで採択 された 「ア ジ

ェンダ21」 では、自然環境 を尊重 し育むよ うな開発 を追求す る上で、教 育が果たす役割が とても
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高 いことも示 されていま した。そ してその10年 後の2002年 、 ヨハネス ブルグにおいて開催 され

たサ ミッ ト(第2回 地球サ ミッ トとも呼ばれています)に おいて、日本が提 出 した決議案、「国連

持続可能な開発のための教 育の10年 」(UnitedNationsDecadeofEducationforSustainable

Development)(2005～2014年)が 採択 されま した。その最終 年の2014年 、UNESCO国 際会議が 日

本(名 古屋 ・岡山)で 開催 され ます。

以上の経緯(こ こまでのことは事実です)を もとに、以下の ような近未来の 【想定】を しま した。

2014年 、UNESCO国 際会議が 日本で開催 されま した。その会議 に、リオ デジャネイ ロにおける、

セ ヴァンニスズキの再 来のよ うに、ある少女がス ピーチを行 い、各 国首脳陣 に向けて次のよ うな

提案 を しま した。

「世界の穀物の全生産量 は約22億 トン(2005年 国連食糧農業機 関の概算)で す 。地球の人 ロは

約65億 人 です 。だか ら、1年 間に1人 が約340kgの 穀物 を食べ ることがで きます。それ は、1

日1人 当た り約2000kcalの 充分 なエネルギー にあた ります。で も、現実 に発展途上国の人 を中

心 に、約8億5千 万人の人が常 に飢 えて苦 しん でいます。食べ ものだけでな く、水 も不足 して い

ます(*注1)。

私 は、なぜそのよ うな ことが起 こるのか を学校 の授業で調べ た り考 えた りしま した。調べてみ

ると色んな ことが分か りま した。例 えば、2007年 には1億 トンの穀 物がバ イオ燃料 をつ くるため

に使われ ま した。世界の商業用大豆の収穫量の約80%と 、世界の穀物 の収穫量 と商業漁獲量の約

3分 の1が 家畜の飼料にな っている こともわか りま した。牛肉1kgの ため に、15,000Ω の水が必要

な こともわか りま した。だか ら発展途上国の人々は飢 え乾 いているの です 。それ とは正反対に、

ほとん どの人が肉や卵、 ミルクを食べた り飲んだ りしている先進 国では、肥満や肥満が原因の糖

尿病や心臓病で苦 しんでいる人が沢 山いることもわか りま した。2005年 の統計 ではアメ リカ人の

約40%が 肥満で した。(事 例 は 『食料 の世界地図』第2版 丸善株式会社 よ り引用 。)

こん な ことは とて もおか しな ことだ と思 います 。よ くない ことだ と思 います 。だか ら、私 は、

世界 中のみんなが、肉を食べ るの をやめ るという約束 を して欲 しい と思 います。穀物 を燃料にす

る こともやめて くだ さい。そ うすれ ば、飢 える人 も肥満の人もいな くなるのです。世界中のみ ん

なが幸せ にな ります。なぜ大人 たちが こんな簡単な ことに気付か ないのか不思議です。」

このス ピーチ を受けて、各国首脳 は、彼女の提案に対 し国 として どの ような回答 をするかを持

ち帰 って検討す ることにな りま した。

日本で も、 どのよ うな合意 を し、回答す るのか、早急に決定 しなけれ ばな らな くな りま した。

さて、まずあなた 自身は どう回答 しますか?そ して、日本は、世界は どうすれ ばよいと思 いますか?

ここでは、「日本 は どうすれ ばよいか」 という観 点で議論 を展 開 していきま しょう。

*注1:バ ーチ ャル ・ウォーター についての補 足説 明

バーチ ャル ・ウォーター とは、食料 を輸入 している国(消 費 国)に おいて、も しその輸入食料 を

生産す ると した ら、 どの程度の水が必要か を推定 した ものであ り、 ロン ドン大学東洋ア フリカ学

科名誉教授のア ンソニー ・アラ ン氏が は じめて紹介 した概 念です 。(日本で は、東京大学の沖大幹

が第一人者)

例 えば、1kgの トウモ ロコシを生産す るには、灌1既用水 と して1,800リ ッ トルの水が必要 です。

また、牛は こうした穀物 を大量に消費 しなが ら育 つため、牛肉1kgを 生産す るには、その約20,000

倍 もの水が必要です。つま り、 日本 は海外か ら食料 を輸入する ことによって、その生産に必要な

分だ け自国の水 を使 わないで済ん でいるのです。言い換えれ ば、食料の輸入 は、形 を変えて水 を

輸入 して いることと考える ことが できます。
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3)プ ロジェク ト学習 の展開

① 受講生 のは じめの意見 とグル ープ分 け

学習課題提示後、 「日本 は どうすれば よいか」 とい う問いに対 し、彼女の提案 に全 面賛成 を10

点、全面反対 を0点 と して、段 階的に 自身 の価値 を数値化 し黒板 上に示 させ た。 この数字 自身は

主観 的なもので あ り、例 えば同 じ5点 をつ けたか らといって、その価値観や 思いが同 じわけで は

ない。 しか し、 クラスの全体像 を概観 し、 自分 の意見 を相対化 す るには有効 と考 えた。また、似

通 った点数 の者 同士で グループ(一 人 も可)結 成 を行 った。 意見表 明後 、微調整 は可能 とした。

各 グルー プはそれぞれ一つの 「政 党」だ と仮定 した。

黒板 に示 された受講生た ちの意思表示 と11グ ル ー プ (A～K)の 結成状況 を以下 に示す。

*留 学生のRiと 授業者の相談により、Riの み 「日本 はどうすればよいか」を 「(母国)中 国はどうすればよい

か」に変更 して考 えることに した。そのことに関 して、他の受講生にも了承を得た。

【図1】 少女の意見 に対す る賛否 と11グ ルー プ(A～K)の 結成状況

上記 の通 り、A・Bグ ルー プ となった3名 を除き、ほ とん どの意見は 中間辺 りか ら 「反対」 に

かけて集 中 した。 グループは点数 に応 じて1～3名 で結成 した。

その後、第7回 の残 りの時間 と第8・9回 の講義 時間のほ とん どをグル ープ学習 とした。は じ

めに各 グループ 内で各人の意見を表 明 し合い、 グループ内の意 思疎通 を とる よ う指示 した。そ し

て、 自分 たちの意見の根 拠や正当性 を表 明できるよ う、イ ンターネ ッ トや 図書館 の書籍 を利 用 し

て調査 し、 中間報告会 に向けてグル ープの主張 をま とめるよ う促 した。

② 中間報告会で の主張 と展開

第10回 の講義 時、中間報告会 にお ける各 グループの主張の骨子 は表1の 通 りであった。発表

は表 に示 した順(反 対の強いグル ープか ら)で 行 った。各 グル ープの発表 ごとに言葉の意味な ど

シンプル な質疑応答のみ を行 い、全 グルー プ終了後 にま とめて質疑応答や議論 の時 間を設 けた。

それ らを踏 まえて、ゲス トテ ィーチャー の島田広氏 に感想 と今後 の活動 に向けた助言 を頂 いた。

*島 田氏は、 日本弁護士連合会消費者対策 問題委 員会 副委員長で消費者教育ネ ッ トワー ク部会

部会長 を務め る弁護士で ある。2009年 には 「消費者市民社会」先進 国 ともいえるノル ウェー

を訪 問、その成果の もとに 「消費者市 民社会」 とその教育の構 築に努めている。
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【表1】 中間報告会 での各 グルー プの主張内容

班 主 張 理 由 代 替 案

・肉 を食べ るのをやめるのは現実的ではな
・肥満の人か らお金 を徴収 し、飢餓 の国

いか ら。
J 全面反対 に 回 す 。

・味 を知 って しま って い る 者 は戻 れ な い し、

栄養的に もよ くないか ら。

・食料 に関す る産業の衰退はよ くないか ら。

H ・肉食文化の尊 重の観 点か ら。
ほぼ反対

・ただ肉食 をやめるだけでは皆が何 も考 え
.■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一一 ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

な くな る か ら。■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一

G
・肉の輸入国である 日本が 肉食 をやめ るこ

反対 とで、飢 えた人々の食料 問題解決 にはつ

なが らないか ら。

・助 けたい気持 ちはわか るが、非現実的な
F ・バ イ オ燃 料 を や め る 。

提案だか ら。(先進 国では肉にかかわ る産
ほぼ反対 ・農業技術 の支援 をす る。

業が衰退 し、発展途上 国内で も食料が い
・肉類の生産 を制 限す る。

きわた るとは考 え られ ない。)

・企 業や消費者の出 した廃棄物に税金 を
E ・肉食 をやめるのは心 身の健康 に悪 いので

反対 か け、その お金 を食糧支援に回す 。(優
よ くな い か ら。

良企業には賞金 も)

D ・飢餓問題 の根本 は政治 問題だか ら。 ・農業技術 の支援 をす る。
反対

・食文化が衰退 するか ら。 ・政 治 の支 援 をす る 。

C ・魚中心の食生活へ 。(教 育や広報活動
少し賛成

で 啓 蒙 。)

反対だが
B ・世界 中で、余分な食料輸 入を出来 ない
問題意識 ・飢餓問題 の根本 は分配 の問題だか ら。

ように取 り決 める。
は 同 じ。

・皆が健 康になる方法 だか ら。
A ・豚等飼料 をか けずに育て られ るものの

賛成 ・美 味 しい か ら、 お金 が あ るか ら、 と い う
み食用 とす る。

ことは理由にはな らない と思 うか ら。

K ・問題の根本 は貧 しさ。お金がな いか ら飢
ほぼ反対

え る 。

・経済発展 のための支援 をす る。

*1グ ル ー プ(Yg)は 欠 席 。 *下 線 は筆者 による。

中間報告会 は、反対意 見の強い グループか ら発表 した。前 半、多 くの グループの主張は、その

理 由は異な るとはいえ、少女 の示 した解 決方法であ る肉食 を止 めるこ とについての反対意 見が中

心 となった。調査期 間が短 かった にもかかわ らず代替案 を提示す るグループ も複数 あった。

発表の後半、Dグ ルー プやBグ ル ープは、少女の真 の問題意識 である飢餓 の根本的原 因に言及

した。っま り、D・Bグ ルー プは、少女の主張 を方法 と目的 とに分 けて考 える必要があ ること、
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肉食全廃 とい う方法 についての議論 にのみ とらわれ るのではな く、飢餓 で苦 しむ人 を助 けたい と

い う少女 の根本的願いで ある 目的を実現す るために、飢餓 の原 因を追究 し、それ を どの よ うに解

決 した らよいか とい うこ とを考え るとい う発想で意見 を述べた。

また、全 グループ発表終了後、全体 での質疑応答や議論の時には、以下の ことが指摘 され、今

後全体 でも共有すべ き重要な視 点 となった。(ア)はAz、(イ)はKtか らと、共にDグ ル ープの

メンバー か ら指摘 された意見であった。

(ア)先 進国の人の良好な健康状態の維持 と、飢餓で死んでい く人の問題を同等に考えられ るか?

(イ)Jグ ルー プか ら、「肥満の人か らお金 を徴収 し、飢餓 の国に回す 」という代替案が提 示 され

たが、そ もそ もこの問題は 「肥満の人」な どの個 人攻撃 で解決 できるのか?一 方で、肥満

の原因は ファー ス トフー ド問題 とも言われてお り、実は先進 国の内部 にも格差の問題があ

り複 雑だ と聞いた ことが ある。

(ウ)少 女は肉食云々 とい うことよ り、世界中の皆が 食料 問題 に対す る意識 をもち、考 える必要

が あるとい うことを訴 えているのではないか。そのためにはどう した らよ いのだ ろう?

後 半の発表か ら質疑応 答 ・議論 における展 開は、本授 業 にとって大きな転換点 であった。 受講

生たちは、何 を10～0の もの さ しとすべ きなのか、何 のためにこの想 定文 に基づ く学習 を してい

るのか、 自分た ちは何 を考 えるべきなのかな ど、答 えを導 き出す こと以上 に問いそ のものの意味

を皆 で考 え合 うこ との重要性 を感 じとる ことがで きた と思われ る。

中間報告 会 を経ての一言 コメン ト欄 には、 「この問題 には様 々な問題が絡 んでい るこ とが改 め

て分 かった。まだ 自分 の班 は色 々 と調べ が足 りない と思った。」(Aグ ループKd)「 自分たちのグ

ル ープの考 えが甘いな あ とい うことをひ しひ しと感 じます。 完壁 な解決策 なんてものはない と思

います が、 こ うや って意見 をつきあわせ た りして、考 えていかねけれ ば と思 います。」(Cグ ルー

プTn)「 いろい ろな意見が 出たので、パ ク リになるか も しれないが取 り入れ ていきたい。」(Dグ

ル ープKt)な どの記載が あった。

中間発表会 とは、単 にそれぞれ のグルー プの進捗状況 を披露 し合 うだけの時間ではなく、問い

の意 味そのもの を掘 り下 げ、確認 し合 い、協働 の場 であるこ とを 自覚化 でき る時間なので ある。

一方
、ゲス トテ ィーチ ャーの島 田広先生 か らは、 この 中間報告 会での議論 に対 し高い評価 を頂

くと同時に、これ か らのグルー プ活動 にあたって、追加 して考 えるべき視 点につ いて助言頂いた。

イ)自 分 の食生活が大 きな力につなが る。持続 可能な生産 の流れ をつ くるため に消費者が世界に

与える影響の大 きさにつ いて も考 えて欲 しい。

ロ)商 品の終着点 、お金の出発点、 ゴミの出発 点に着 目してみて欲 しい。

ハ)今 の先進 国の ライフス タイルは この先 も続 けてい くことができるのだ ろ うか と一人ひ と りが

考 えて欲 しい。制度や経済の問題は大 きい けれ ど、国や世界 を動かすの は誰なのか、誰が国

や世界 を動かすのか考えてみて欲 しい。

③ 中間報告会後 の展開

中間報告後、翌週の授 業では、表1や 島田氏 の助言 を提示 し全 体で中間報告会 を振 り返 った。

この授業 も含 め最終報告会に向けたグループ活動や授業者 との ミーティングな どの授業 を3回 もっ

た。

その間、授業者 に対 し、Bグ ループのHhか ら島田氏 のイ)や ハ)の 助 言の意 味につ いて詳 し

く教 えて欲 しい との依頼が あった。 そ こで、授業者か らチ ョコレー トを例 に以下 のよ うに説明 し
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た。説 明の途 中か らDグ ループ もその中に加 わ り話 を聞いた。

先進 国の人 々が低価格で食べる ことの できるチ ョコ レー ト、その原料 であるカカオの収穫は

現地の労働者(児 童労働 も含む)た ちの過酷 な労働 と低賃金によ って成 り立 っている。その よ

うな現 実に対 し、先進国の 中か らも異議 を唱え る動 きと して フ ェア トレー ドな どが ある。(フ

ェア トレー ドとはその名の通 り適正 な価格 によ る貿易で あ り、国の格差 に基づ く買 いたた き、

それ による不 当な労働 をさせない一方 、高 品質の商品 を提供 して もらうとい う関係性 を継続的

に保 つ もので ある。)フ ェア トレー ドの チ ョコ レー トは一般のチ ョコ レー トの価格 に比べ高 く

なるが 、カカオの収穫に児童労働 は使わ ない、農薬等は最小限に とどめるなどその背景は一般

のチ ョコ レー トと大 き く異な っている。

私 たち先進国 に暮 らす者に とって、商 品の購入 は各 自の判断に委ね られ ている。つま り、 ど

のチ ョコ レー トを購入するかは 自由選択 である。逆に言えば、消 費者 として購入す るものには

その人の価値が表れ るとい うことでもある。さ らに言えば、商品購入 の背後 にはどの ような社

会 を望むのか という主張まで も組み込 まれ るので ある。つま り、現代 の消費資本社会にお ける

購入 ・消費行動 とは実は選挙で一票 を投 じることと同等 とも言える。

ま た 、Jグ ル ー プ のTmは 授 業 者 に対 し、 以 下 の よ うな話 を した 。

中間報告会で、 このテーマは表面上 の ことを言 って いるのではない ことが 明 らかにな った。

格差是認 なのか地球全体で持続可能性 に向か う方 向転換 をするか とい うことなのだ と思 う。

実 は 自分 は高校時代、「世界が一つになればいい」 と真剣 に考 えて いた。「現在 、世界の何%

の人が飢 えて いる。それ を救お うとす るとまた新たな人に害が行 くので、数%の 犠牲は結局仕

方が ないことなのだ。」という発想 ではだめだと思 う。8億5千 万人の人一人ひ とりが今飢 えて

いるの だという現実 を何 とか したい。でもど うすれば よいのか本 当にわか らない。

ただ、こんな ことを授業で言えるの は初め てだ。

その他 、Hグ ル ープのStは 授 業者 に対 し、「中間報告会 では主張 しきれず後悔 した。 自分がサ

ー クル で行 ってい る活動 な ども含 めて しっか り主張 したい。」 と述べ た。 また、一般受講生 のA

グルー プNzさ んはかな り高齢 の方 であ り、 自分 の価値観 や感 覚が若 い人 とは随分異 なるか らと

遠慮 され ていた 。最終報告会 では是非 主張 して欲 しい と授 業者 よ り依頼 した。

④ 最 終報告会での主張 と展開

最終報告会で は、 くじ引 きで決 めた順番 で各 グループのプ レゼ ンテーシ ョン(5～7分)を 行

なった後 、全体で の討論やゲス トテ ィー チャー(中 間報告会に も参加 の島田広弁護士、島 田氏の

同僚 の神保美智子氏)か らの講評 を頂 いた。

各 グルー プの主張の要 旨を表2に 示 した。発表順 の通 り示 してあ る。

【表2】 最終報告会での各 グルー プの主張内容 な ど

E 少女 の意見 には反対。

我々は肉を しっか り食べ るべ きである。

餓 死者 を救 うとい う問題解決のために、先進 国での失業者(肉 の生産や流通 にかかわ

る人)の 増加な ど新 たな問題 を起 こすのは よ くな い。

知 らない遠 くの人々の ことよ りも身近な人の ことの方が大切なのは 当た り前で ある。

そ して、 自分たちの人生 の 「質」 を落 と した くない。
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J

A

D

F

H

K

しか し何 よ り大切 なの は、この問題 を色んな人に真剣 に考 えても らうことで ある。そ

のために例 えば、食料廃棄物 に税金 をか け業者や客に請求す る、などの政策 をと り、

皆 に考 える きっかけをもた らした い。

少女 の提案 した 「方法」については現実 的ではないの で反対だが、発展途上国に支援す

る ことには賛成。

代替案 は、デ ンマークのよ うに脂肪分の 多い乳製品や肉類に税金 を課す ことと、肉の

生産量 を制限する こと。

但 し、これ らを日本だ けでするのではな く、世界的 に先進国が分担 して支援す る こと

を取 り決める。

少女 の意見 にかな り賛成 。

肉の中でも特 に飼料 と して最 も多 くの穀物 を必要 とす る牛の肉の輸 入は止 める。その

程度な ら栄養 的にも代替可能 。

それ でも起 こ り得 る問題 を防 ぐため、食 に関す る教育の徹底(牛 肉を止 める理 由を考

える。食べ物を無駄 に しない。)や 失職 対策 ・支援 を行 う。

自分 たちだ けが美味 しいものを食べ 、地球環境や飢えた人は どうでもよいとは思 えな

い。少 し私たちが我慢すれ ばいい。

日本 は、老人 力等 を活用 して食料 自給率 をあげ、輸入 を減 らすべ き。

「肉を食べ ない」 とい う少女の 「方法」には反対。

肉と言 って も、かかる飼料 は牛 〉豚 〉鶏 … 一律 には扱 えない。

お金の支援では、政府に とられかね ないので、代替案 と して、発展途 上国の食料が安

定す るよ う農 業支援 を行 う。 日本 も食料輸入 を減 らす よ うにす る。(太 って いる人 で

はな く)儲 けている企 業か ら税金 を多 く徴収 して途上 国支援 に回す 。

自分 たちの生活水準が変わ るような少女の意見には反対。

バ イオ燃料 に使われて いる穀物量 は極 力減 らし、肉の生産に上限を設ければ、計算上、

少女が言 うほ ど極 端に しな くても(1割 程度削減 で)大 丈夫。

少女 の主張その もの は賛成だが、「方法 」には反対 。

重要 な ことは、食べ物の背景(こ の食材 は誰が どうや って作 ったのか。毎 日食べ物が

あることは当た り前 の こと じゃな い。)で あ り、 自分の生活が如何 に して成 り立 って

いるか とい うことを意識す ること。

そのために、例 えばTFT(TableForTwo:先 進 国の私た ちと発展途上国の子 どもたち

が時間 と空間を超え食事 を分か ち合 うというコンセ プ ト。対象 となる定食や食品 を購

入す ると、TFTを 通 じて20円 が発展途上 国の1食 分 の給食費 と して寄付 され る。)の

などへの取 り組 み を増 や してい く。

食 文化の存続 と言 うことでは、「肉食禁止」には違和感 がある。

経済成長期 にある中国で は、今、肉食禁止 は無理 である。 しか し、少女の気持 ちはよ く

わか る し無視 した くはない。

中国の現状か ら、問題視 され るのは レス トランな どで捨て られ ている大量 の食べ物 で

ある。そのよ うな食べ物 を出 した企業に対 して 「浪費税 」 を作 りそのお金 で支援。

税金 によ って富裕 層か ら貧困層へ お金が回 るよ うに したい。(税 をか けることで捨 て

る量が減る ことにも期待 したい。

経済の流れ を止めるのではな く変 えることで解決 に近付 けたい。
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B

C

意見

交換

ゲ ス ト

丁 イー

チ ヤー

の講評

少女の意見 に賛成 。肉の消費量 をゆ っ くり減 らして いきた い。

少女 の指摘通 り、同 じ地球 で飢 えた人 と食べ過 ぎで困 っている人が いるのは おか し

い。そ して、発展途 上国が飢 えているに もかかわ らず、先進国がよ りよい食の質 と量

を求め続 ける現状はおか しい。

しか し、それ は国の政策 では変わ らなか った。それで も今 、社会を根本か ら変えてい

く必要が ある。そ して変えるにはとて も大 きな力が必要だ。

その大 きな力に 「消費者 」がなれ るよ うに、「消費者」 に対 し意識 を変 えるよ うな広

告活動 や教 育を行 うべ き。「飢餓 に苦 しむ人がいる」 とい う実態 をもっと広 く世間 に

浸透 させて、「消費者」 としての行動に よって世界 を変えていきた い。

少女の極端 な 「方法」には反対 だが 、主張 そのものは重要 な こと。まず飢餓へ と国 内外

の 目を向け させ る ことが大切 。

そのため に、まず先進国 日本 が 自ら肉の輸入 を1割 削減す る。それによ り外 国に対 し

てア ピールで きる し、国 内で も議論の種 となる。議論の広が りは、国民の 目を飢餓 国

に向けさせ ることにつながる。

*こ れまでの議論の 中では出て こなか った ことだが 、単 なる 「食べ物」「消費の対象」

と してだ けで生物の 「生命」 を捉 えてよいのか?そ の よ うな視点 もあって よいので

はないか。(Hグ ルー プよ り)

*自 分たちのグルー プの意見 は、他 のグルー プ とはか な り異 なるもので あった。 しか

し、社会 の中では、遠い国の大 きな苦 しみ よ り身近 な人の小 さな苦 しみの方が重 い

のは 「現実」 ではないのか。(Eグ ルー プよ り)

問題 文の意味の深 さを感 じた し、それ に対す る皆の意見一つ一つ も深 く素 晴 らしか っ

た。生活 の中で見過 ごされて い くことを見 よ うと し、取 り組む ことの価値 は大きい。

授業後 、これか らあなたはど うして い くのか!?是 非、何か一歩踏み 出 して欲 しい。例

えば、ツイ ッター でつぶや く、友人 に伝 えるなど、この授業 を受けていない誰か に対 し

て、発信者 となることで も踏み出す ことはできる。小 さな発信 と行動の積み重ねが世界

を動かす 。

また、この問題 は世界経済の流れ にも大き く影響 して きて いるのだか ら、将来 的に企

業人 と しても踏み 出 して欲 しいが、何 よ り既に消費者で あ り、消費者(消 費者市民)と

して、次代 を創 ってい くことがで きる。

*1グ ル ー プ(Yg)・Gグ ル ー プ(In)は 欠 席 。 *下 線は筆者による。

中間報告会 での議論 を受 け、少女の 「肉食禁止」 とい う 「方法」に対 しては反対 であるが、主

張その ものや気持 ちには賛 同す るとい う意 見が多 く見 られた(グ ル ープJ・D・H・K・C)。 特に、

前述 した よ うに、中間報告会 で主張 しきれなかった ことを後悔 していたHグ ループStの 発表 は、

「食 べ物 の背景」に 目を向けることの重要性 を力説 し、TFTと い う具体策 も挙 げた説得力 のある

ものであった。また、当初 よ り少女の意 見に賛成 であったBグ ル ープのHhは 、ゲス トテ ィーチ

ャーの島 田氏 の助言 内容 に強 くひかれ た。 そ して消費者市民 を育て る教育に期待 し、政治 が変 え

られなかったこの世界 を消費者 が変え る、つま り消費者市民社会の構 築を 目指す とい う主張 を し

た。Hhは 、島 田氏 か らの学び を もとに 自分 の主張 を確 かな もの として創造 し、発信す るこ とに

よって、他 のグループ に衝撃 を与 えた。

Bグ ル ープ同様 、当初 よ り少女の意 見に賛成 だったが世代の違いか ら遠慮 して発言 を控 えてい

たAグ ル ープNzさ んは、同グループのKdの 発表 の後 ご自身 で 「自分た ちだ けが美 味 しい もの

を食 べ、地球環境や飢 えた人 はど うで もよい とは思 えない。少 し私たちが我慢すれ ばいい。そ し
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て、 日本 は、老人力等 を活用 して食料 自給率 をあげ、輸入 を減 らすべ き。」 との主張 を され た。

Nzさ んの発言 に対 して、Dグ ループのKtは 、第15回 に提 出 した 『本授業全体を振 り返 って』

に以下の よ うに記述 してい る。

この授 業は同 じテーマで話 し合い、 プレゼンす るの で、新 しい考えが出てきま した。私の思 っ

た新 しい考 えとは、"我慢す る"と い うことです。私 のグルー プの意見 はどちらか とい うと"我

慢 しない"方 向で した。 しか し、Nzさ んが 、「私 たちが我慢すれば いいん じゃないのか?」 と

言 っていて、身近 でそん な事 を言 う人が少なかったので、「あ あそ うか もな あ」と思 いま した。

お金 でなん とでもなる時代なので、本 当に人の ことを思 いや って考える って大切 なのか も しれ

ない と思 えるよ うにな りま した。

生きた時代 によって価値観 の異な る方 との学び合 いが、新 しい世代 の価値観 を揺 さぶ り、新た

な知を創造 してい くための礎 を築いたのであろ う。

本時は、集合時刻 を早 めて開始 したが、それ でも時間不足で、最後の討論 は意見交換 に とどま

って しまった。 また、授業後の感想 の記述 に もほ とん ど時間 を とれず 、非 常に残念 であった。そ

の 中で、最終的 に他の グループ と最 も異 なる主張 とな り、意 見交換 の際 も再提案 したEグ ル ープ

のOkは 以下の よ うな記述 を している。

議論で きなか ったのがす ごく残念でな らない。(中 略)自 分の予想 を超 えた反論 を聞 いてみた

か った。 しか し、いろん な人の考え を発表を通 して知れ たのが良か った。何 が正 しいとか間違

っている とかそん なことはど うで も良 くて、こういった発表を通 して、い ろんな考 えを知 るこ

と、そ して、それ につ いて考 えることが大切 であ り、僕 自身 も今回の問題 についていろん な人

の、意見を知 ったので、今後 も考えてい きたい。

Okの 指摘 は、異質 な意見か らの学びの重要性 である。Okの 指摘通 り、新 しい知 の創造 とは、異

質のぶつ か り合 いの中で生まれて くるものであろ う。

前述 した よ うに、Hグ ルー プで留学生のRiは 、一人だけ中国のこ とを検討 してきたのだが、

母国の実態 を冷静 に考察 した上で提案 した 「浪費税 」や 、「経済の流れ を止 め るのではな く変 える

ことで解決 に近付 けたい」 とい う発想 は、他 の受講生 か ら 「流石」 との評価 を得 た。以下 に示 し

た よ うに、Ri自 身 も 『最終報告 ・討論 を経て』において、異 なる国 について検討 してきた他 のグ

ループの意見 と自分 の意見 をあわせ て考 え るとともに、この よ うな教 育が国を超 えて重要で ある

ことを提案 している。Riの 指摘 もOk同 様 、異な る視 点が新 しい知 を創 り上げてい くことを証 明

してい る。 さらに、Riは そ うい う場 をもっ と広 げ ることも提案 してい る。

他 のグルー プの提案で も、私 の 提 案 した 浪費 を防止す ることがで きる と思 います 。そ して、食

教育は どの国に とっても必要 と思 います。皆 さんか らいい意 見や 提 案 がた くさん 提 出 されま

した。も し、もっ と多 くの人 に聞 けば、もっと効果的な提案 が出て くるか も しれない。全 国で飢

餓問題の解決 を求めて、積極 的に実施 して欲 しいです。

この よ うに最終報告会では、 中間報告会 での学び の深ま りを経て、少女 の主張の奥にあ る真意

を自分 たちは どのよ うに くみ取 り、 ど う応 えるのか とい う新たな問いの もと発表 が行 われた。 こ

のテーマの根底 にある構造的な問題 、消費 と環境 、そ してその背後にあ る世界経済 の問題 に至 る

まで 目を向けていったグループ も多 くみ られ た。
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また、異な る世代 、異 なる意見、異な る国な ど、異 なる視点 との 出会いか ら新 しい知 が創造 さ

れた。 哲学的 ・倫理 的な どの異 なるアプ ローチか らも新 たな知が創 り出 された。 このよ うに、最

終報告会の授業 は 「知 の創造 の場」 となっていた ことが伺 われ る。

⑤ 最終授 業の展 開

最終授 業の第15回 には、後半のプ ロジェク ト学習を例 に しなが ら前半の講義内容 を改めて振

り返った。 多 くの受講生 には、倫理 的(ethical)消 費、消費者 市民社会 、持続発展社会な どの用

語 も単な る知識 としてではな く未来社 会の創 り手 である 自分 自身の生 き方 ・在 り方 にっ ながる価

値 として受け止 め られ たこ とだ ろ う。

最後に、授業者 自身 この半年 間の素敵な学び合 いに感謝 してい るこ とを告げ、授業 を締 め くく

った。

3.「 知の創造の場」 と しての授 業構築のため に

本実践全 体を振 り返 り、本時 の最後に受講生が提 出 した 『本授業全体 を振 り返 って』や課題 レ

ポー ト(テ ーマ:『 消費社会 と私』の これ か ら)を 引用 しなが ら、 「知 の創造の場」 と しての授業

の構 築について考察 したい。

前半 の授 業で行 った貿易 ゲー ムにおい て も持 ち前 の リー ダー 的な素質 を発 揮 し発展途 上 国チ

ームの大逆転 を成 し遂 げたJグ ループTmは
、以下の よ うに記述 している。

普段の生活 では考 えないような こと、考えた と してもぼんや りした ような思いを この講義 で

は深 く考 え させ られ ま した。消費生活をテー マに挙 げて議論す る上で、命 や倫理 的なところ

まで考慮 しなけれ ばな らないとは思いません で した。座学ではな く、グルー プデ ィスカッシ

ョンや報告 ・討論会 に重 きを置 くこの授業は、特 に私の よ うな人間に とっては とても良い経

験 とな り、他の講義 でもこの ような形式で授 業を して くれた ら、 と強 く思いま した。

Tmが 指摘す るよ うに、実 際には、大学の授 業において このよ うな授業形態 はまだまだ少数派

で ある。筆者 の行 う他 の授業で も類似 の意見は多 く出 され る。 この よ うな授 業への要請 は学生 か

らも多 く出 され ているのである。

但 し、形 態だけではな く、真 の意味で学び合 いの場 を形成 し授業 を 「知の創造 の場」す るため

には、まずテー マの選考 、中間報告会の在 り方 、受講生へ のフィー ドバ ックな ど、様 々な授 業者

サイ ドの配慮 が必要 である。それ に よって、受講生 自身 が異 なる価値 との出会いに よって成長 し、

授業は 「知の創造 の場」 となるのであ る。 以下、Cグ ループTrの 課題 レポー トには、その成長

が明確 に示 され ている。

中間報 告会の時 は自分の考 えがま とま らずチーム メンバーの考えに従 っていま した。 しか し、

他のチームの意見 は自分の予測、考えを超越 したもの ばか りです ご く参考 にな りま した。中

で も"日 本 での贅沢 は貧 困地での命に代え られ るもの だろ うか?"こ れはす ごく印象 的だ と

感 じま した。や は り、貧 困地の立場に立たない と考 え付か なか った ものだ ったので、それ だ

けに命の重み はもっと大 きいものである と感 じま した。それか らは 自分 自身の意見 を言 える

ようにな ったの で、皆の意見 を参考に最終討論 に向け考 えをま とめてい けま した。最終報告

会では、やは り他の グルー プと比べる と調べ た量が少 ないかな と感 じま した。中間報告会 と

比べる とさらに色 々な観点か ら主張するグルー プが増 えていま した。 しか し、 自分の意見 を

伝え られ た ことは自分の 中で も大 きな ことだ ったのでとても新鮮な気持ちで した。
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他者 か ら発せ られ た新 しい価値 との出会 いに よってモチベー シ ョンが高ま り、 自分 自身の学び

の深 ま りを実感 し自信 を持 てるよ うにな る、そ うしてそれぞれ の者が学び合 うにふ さわ しい存在

に成長 し、さらに他者 を認 め合 える、尊敬 し合 える関係 を創 ってい く。Trの 成長 はその ことを物

語ってい る。

さて、そのよ うな受講生の成長 を一層促す ために大切 なこ と、それ を以 下に示 したCグ ル ープ

Tnの 記述 か ら読み取 るこ とがで きる。

グルー プワー クを途 中で投 げ出 して しま ったので、単位 は別に どんな風にな っても構わ ない

と思 って います 。(中 略)そ れ でも この授 業は大切だ と思 うの で、また来年 も受講 生の方 と

学び合いを広 げて欲 しいと思 います。 あ りが とうございま した。

もともとグルー プワー ク等 コ ミュニケーシ ョンの必要 な授業形態 に苦手意識 を持つTnは 、一

般市民受講 生のMtさ ん と うま く関係 性 を保っ ことができなかった。途 中で授 業 を リタイア しそ

うにな りなが らも何 とか最後 まで頑 張った。「人間力」「コ ミュニケーシ ョンカ」「協働 」な ど、時

代が求め る能力 ではあるが、その よ うな教育 ・社会 に入れ ない者が多いの も事 実である。 ただ、

その よ うな、Tnの 記述 の中に大きな ヒン トがあるよ うに思われた。

Tnは 、「受講生 の方 の」で はな く 「受講 生の方 と」 と表 してい る。つま りTnは 、学び合 い、

知 を創 造 したのは受講生 だけで なく授 業者 もだった と認識 してい るのであ ろ う。

授 業 とい う場 にお いて、学習者 は、異な る価値 を もった他者 と出会い、学び、 自分 に 自信 を持

て るよ うにな って い く。その上 でまた互い に尊重 し合 え る者 同士の学び合いが な された時、その

場 は互 いの小 さな 「知」がつなが り合 い、新 たな 「知」を生み 出す 「知 の創造 の場」とな り得 る。

これ は、その よ うな場 に近付いた と思われ る授 業を振 り返 り考察す ることに よって見えてきた こ

とで ある。

本論 は、大学共通教育 の 『消費社会 と私』の授業 を振 り返 り、考察 を行 った。知識注入 ではな

く学生が主体 となって行 うプロジェク ト型授業 の設 定、その際 のテーマ選定の重要性 、学生 が交

流 しやすい授業設計 、学生へ の情報の フィー ドバ ック と共有、授業者やゲス トテ ィー チャー によ

る適切 な助言 な ど、い くつ かの授業者側 か らのアプ ローチ は見 えて きた。 但 し、それ らをマ ニュ

アル化 して守って もおそ らくその授 業は 「知の創造 の場」 にな らないだ ろ う。 なぜ な ら、授業者

自身が学び手 として、新 たな知への探究 をしていないか らである。忘れて はな らないのは、授 業

者 もまた知 の創造 の担い手 として受講生 と相似形 である とい うこ とであ ろ う。

児童 ・生徒 ・学生 らの主体的 な学びへ と教育改革 が求 め られ る時代、何 よ り大切 な ことは、授

業 を受け る側 もす る側 も ともに学び手であ り、知 の探究者 であるこ となのか もしれ ない。大 学 の

授業改革、教養教 育改革 においても、同様 なのではないだ ろ うか。

註

(1)こ れ らの取 り組 み につ い て は 、拙 論 「知 の創 造 と しての授 業 を め ざ して ～授 業改 革へ 向けて

の一提 案 ～」(教 師教育研 究 第3巻(Vol.3),217-224頁,2010年)や 、松 田淑 子 ・山 田志穗 ・吉村

祐美 ・質璃 「大学 院の授 業 にお け る 『学び合 い の場』の創 出 とその意 義」(福 井 大学 教育 地域科 学 部紀

要 第2号,305-317頁,2012年)な どを参 照。

(2)ジ ャン ・ボ ー ドリヤール,今 村 仁 司 ・塚原 史訳 「消 費社会 の神 話 と構 造 」紀伊 國屋書 店,1995年

(原 著 は1970年 刊 行)

(3)宇 沢 弘文 「社会 的共 通 資本」岩 波新 書,2000年
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